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１．はじめに	
 

	
 本発表の趣旨は,容易に入手できる既製品の色

票集を応用して,特定のテーマをもつ少部数の色

彩資料を制作する方法を提案するものである.主
に使用した既存の色票集は「日本塗料工業会塗料

用標準色ポケット版」であり,採用の理由は,マン

セル値既知の正確な色度の塗装色票集であり,使
用頻度を重視した 600 色以上の色数も適当で,耐
光性に優れ,低価格で入手が簡単であり,発刊以来

60年以上の実績と,２年毎に30万部以上発行され

ている安定性を評価して選定した. 
 
２．制作したテーマ	
 

	
 制作例は,試作中のものを含み「東京都景観計画

色彩基準色票集」,「カラーイメージナビ色票集」,
「系統色名・慣用色名色票集」,「中国語色名色票

集」,「イタリア語色名色票集」,「日中伊色名色

票集」などである.景観色彩基準は自治体毎に定め

ているために色彩基準の見える化を実現するた

め,少部数だが有用であるといえる.色彩の心理作

用と色票を対応させることはカラーデザインを

客観化するための道具を提供することに繋がる.
各国語別に色名を共通の色票と対応させること

により,各国語の色票集の数が増えていけば,相互

比較が出来て国際的な広がりが期待出来る. 

 
３．景観計画色彩基準のための色票集	
 

	
 多くの自治体が,個々に景観計画を策定してお

り,その中にマンセル値を用いた建築物等の外装

の色彩を制限した色彩基準をもっており「色彩

表」の形で公表している.東京都の場合は６分類の

景観基本軸に対し合計 20 区分の色彩範囲,２分類

の景観形成徒区別地区に対し 22 区分の色彩範囲,

一般地域に対し９区分の色彩範囲,４分類の大規

模建築物等に対し合計 19 区分の色彩範囲を規定

している.この複雑な色彩基準をビジュアルに表

現出来る色票集を制作することが出来た. 
 
４．カラーイメージのための色票集	
 

	
 評価が難しい個々の色に対して人が感じるカ

ラーイメージを,ビジュアルに伝えることができ

れば,カラーデザイン等の作業に役立つと考え,長
い経験を基礎にして,624 色の色を対象に記号化

した色票集を制作した.  
 
５．色名のための色票集	
 

	
 各色名には,その色名の領域があり,広がりはま

ちまちである.一方,同じ色を複数の名前で表現で

きることも事実である.色名の対し色を表現する

方法ではなく,逆に色票に対し色名を表現する方

法により色票集を制作した.色票に共通性をもた

せ各国語別に色名を共通の色票と対応させるこ

とにより,各国語の色票集の数が増えていけば,相
互比較が出来て国際的な広がりが期待出来る.二
カ国の色名を併記すれば日中色名辞典のような

ものができ,三カ国,四カ国と増やすことも可能で

ある. 
 
６．制作の方法	
 

	
 既存の色票集として主に使用したのは,「2015
年 H 版塗料標準色（ポケット版）」である

が ,Colormony 発 行 の 「 CHROMARHYTHM 
Thousand Color Collection」等もマンセル値の再

現精度や頁の形等から応用が可能であった.制作

方法は予め印刷しておいた台紙に既存色票集の

頁を外して糊で貼付けるだけであり,少部数の制

作に適している。既存色票集の頁をそのまま貼る

ために台紙は A4 の縦使いとし,１頁に色票集の１

頁を貼るか,２頁を貼るかは,組合せる文字量によ

り選択するとよい. 
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７．制作例の紹介

図１	
 東京都景観計画色彩基準色票集（39 頁中の１頁）	
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図２	
 系統色名・慣用色名色票集（部分：上半頁） 
	
 

図３	
 カラーイメージナビ色票集（部分：上半頁）	
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図２	
 系統色名・慣用色名色票集（部分：上半頁） 
	
 

図３	
 カラーイメージナビ色票集（部分：上半頁）	
 

 

 
	
 

図４	
 イタリア色名色票集（部分）	
 

図５	
 日中伊色名色票集（部分）	
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